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市
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る

自
然
環
境
保
全
の
た
め
「
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
（
10
㌔
㍗
未
満
の
も
の
）」

を
設
置
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
設

置
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。現
在
、

新
年
度
分
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
設
置
補
助
金
は
１
㌔
㍗
当
た
り
4

万
円
（
限
度
額
16
万
円
）
で
す
。

　

最
近
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
価
格
が
十
数
年
前
に
比
べ
る
と
半

額
以
下
に
な
り
、
国
の
補
助
制
度
の
創

設
（
1
㌔
㍗
当
た
り
７
万
円
〈
上
限
10
㌔

㍗
〉）、
電
力
会
社
に
よ
る
余
剰
電
力
の
買

取
価
格
が
2
倍
（
24
円
／
㌔
㍗
→
48
円
／

㌔
㍗
）
に
な
る
な
ど
、住
宅
用
太
陽
光
発

電
の
導
入
に
有
利
な
状
況
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
太
陽
光
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
「
グ

リ
ー
ン
電
力
」
で
、
エ
コ
な
暮
ら
し
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

補
助
金
の
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

穂
高
総
合
支
所
内
生
活
環
境
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

太
陽
サ
ン
サ
ン
！

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

CO2 削減に向けた国民運動「チーム・マイナス 6％」が 2010 年１月から生まれ変わり「チャレンジ 25 キ
ャンペーン」として再スタートしました。このキャンペーンでは、6 つのチャレンジごと具体的に取り組め
る「25 のアクション」がまとめられています。市でも、庁舎内の冷暖房の温度設定、あるいは、資料など
で用いる紙の削減など、環境に配慮した取り組みをいっそう進めます。温室効果ガス排出量 25％削減には、
日々の暮らしの中で、私たち一人一人の実践が非常に重要です。家庭や企業、地域といった、身近な生活の
中で、出来ることから少しずつ行動を広げて行きませんか。

詳しくはキャンペーンホームページをご覧ください。

問穂生活環境課環境保全係（482･3131 682･6622）

チャレンジ 25 検索

６つのチャレンジ 25のアクション

CO2 削減に向け、チャレンジ25キャンペーンに参加しよう！

安
曇
野
は
発
電
日び

よ

り和
太陽電池モジュール
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
を

支
え
る
大
切
な
自
主
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
5
月
31
日
（
月
）
ま
で
を
「
市

税
等
年
度
末
納
税
促
進
強
化
期
間
」
と

し
て
、
納
め
忘
れ
の
市
税
・
料
金
な
ど

の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
納
め
忘
れ
の
市
税
・
料
金
な
ど
は
、

4
月
25
日
（
日
）
ま
で
に
豊
科
総
合
支

所
お
よ
び
穂
高
総
合
支
所
内
窓
口
、
も

し
く
は
お
近
く
の
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
次
の

と
お
り
「
市
税
等
特
別
休
日
窓
口
」
を

開
設
し
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
税
等
特
別
休
日
窓
口

●
開
設
日
時　

4
月
25
日（
日
）　　
　

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
開
設
場
所　

豊
科
お
よ
び
穂
高
総
合

支
所
内
地
域
支
援
課
窓
口

※
住
民
票
・
納
税
証
明
書
な
ど
各
種
証

明
書
の
発
行
事
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

忙
し
く
て
窓
口
納
付
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。
指
定
し
た
預
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
払
い
込
ま
れ
ま
す
の

で
、
納
期
の
た
び
に
納
付
に
行
く
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
、
安
全
で
大
変

便
利
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
市
税
に
関
す
る
こ
と

　

豊
収
納
課

　
（
72
・
３
１
１
１ 

72
・
８
３
４
０
）

・
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
に
関
す

る
こ
と

　

豊
業
務
課
料
金
担
当

　
（
72
・
３
１
１
１ 

72
・
３
１
７
６
）

・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

　

穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当

　
（
82
・
３
１
３
１ 

82
・
６
６
２
２
）

・
介
護
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

　

健
高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険
係

　
（
81
・
１
６
３
６ 

81
・
０
７
０
３
）

　

中
間
教
室
ね
む
の
木
で
は
、
毎
月
第

3
水
曜
日
に
親
の
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
が
不
登
校
傾
向
に
な
る

と
、
学
校
や
関
係
機
関
な
ど
、
外
部
と

の
接
点
や
情
報
が
少
な
く
な
り
、
一
人

で
闘
い
、
悩
み
を
抱
え
や
す
く
な
り
ま

す
。
親
の
会
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
心
の
不
安
・
葛か

っ
と
う藤
を
話

す
こ
と
で
、
情
報
交
換
や
交
流
、
支
え

合
う
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
不

登
校
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
親
御
さ
ん
の

体
験
談
を
お
聞
き
し
ま
す
。
予
約
は
不

を
地
域
活
動
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
研
修
テ
ー
マ

　
「
変
わ
る
世
界　

変
え
よ
う
日
本
」

●
研
修
国
・
研
修
期
間

▽
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国

　

10
月
21
日
（
木
）
～
8
日
間

▽
ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国

　

10
月
18
日
（
月
）
～
8
日
間

●
定
員　

各
15
人

●
申
込
期
限　

6
月
14
日
（
月
）
必
着

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
㈳
国
際

女
性
教
育
振
興
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

要
で
す
。
不
登
校
傾
向
に
あ
る
お
子
さ

ん
の
保
護
者
や
関
係
者
、
関
心
の
あ
る

人
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

4
月
21
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
3
時

●
場
所 

中
間
教
室
ね
む
の
木
（
新
田
）

　

㈳
国
際
女
性
教
育
振
興
会
で
は
、
男

女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る
地
域
リ

ー
ダ
ー
を
目
指
す
人
を
対
象
に
、
海
外

視
察
研
修
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

海
外
の
様
子
を
肌
で
感
じ
、
そ
の
成
果

せ

ら

知

お

市
税
・
料
金
な
ど

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

地
域
リ
ー
ダ
ー
海
外
視
察
研
修

参
加
者
の
募
集

問（
社
）国
際
女
性
教
育
振
興
会

（

03･

３
４
３
６･

５
８
７
７
）

ま
た
は
本
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71･

２
０
０
０ 

71
・
５
０
０
０
）

中
間
教
室
ね
む
の
木　

親
の
会

問
中
間
教
室
ね
む
の
木

（

 

73･

１
６
２
４
）

ま
た
は
明
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（

62･

３
０
０
１ 

62･

５
７
２
１
）

４月の納期
●固定資産税… （１期）

●後期高齢者医療保険料… （１期）

●介護保険料… （４月分）

●水道料金… （穂高･三郷地域）

●下水道使用料…（豊科･堀金･明科地域）

＝納期限は4月30日（金）＝

（財）自治総合センターの助成で身近な不思議を体験（財）長野県市町村振興協会の助成で山車の車輪を修理
　穂高地域の穂高町区は、財団法人長野県市町村振興協会の平成 21 年度コミュ
ニティー助成事業（宝くじ助成事業）を活用し、老朽化した山車の車輪を修理
しました。修理された山車は、今後も長期にわたり次世代に継承され続け、地
域のコミュニティーの発展のため利用されます。
　なお、この事業は、コミュニティーの健全な発展と宝くじの普及広報事業の
ために行われています。

問穂地域支援課まちづくり推進係（482･3131 682･6622）
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　身近な不思議を体験できる移動科学館「チルドレンズ・ミュージ
アム・ｉｎ・あづみの」が 2 月 28 日、穂高交流学習センター“みらい”
で行われました。この日は、親子連れなど約 600 人が参加し、64
品目の「科学」に関わる展示を見たり、紙飛行機やトンボのヤジロ
ベエなど、「作る」楽しさを体験したりしました。
　なお、この事業は、コミュニティーの健全な発展と宝くじの普及
広報事業のために行われています。
問明社会教育課子ども支援係（462･4565 662･3525）

◇お詫びと訂正◇
●平成 22 年度版

家庭ごみ・資源物収集カレンダー
（カレンダーと合わせてご覧ください）

10月

10月

7月

明科地域Ａ
大足区、光区、宮中区、町区、明科
区、上押野区、下押野区の収集日に
誤りがありました。左記個所を上下
入れ替えてください。なお、プラの
収集は通常どおり行います。

明科地域 B
潮区、潮沢区、木戸区、上生野区、
塩川原区、荻原区、南陸郷区の収集
日に誤りがありました。左記個所を
上下入れ替えてください。なお、プ
ラの収集は通常どおり行います。

三郷地区
30 日はもえるごみ
の収集日ですが、ピ
ンク色の着色もれ
がありました。

正しくは
10/ 6 日（水） 金物類
10/13 日（水） びん　缶　ペットボトル　蛍光管

正しくは
10/20 日（水） 紙類　衣類　布類　電池類
10/27 日（水） ガラス　陶器類

６

13

20

30

27
 

➡

誤：無色 正：ピンク色

●広報あづみの（3 月 17 日発行）99 号
18 ページ　狂犬病予防注射の穂高地域
4 月 18 日（日）10：25 ～ 10：45

【誤】JA 西穂高支所前
【正】西穂高グラウンド駐車場
お詫びして訂正します。

寄附・寄贈のお礼
【敬称略】（1/12 ～ 14）

▷寺口良英…10 万円　中央図書
館の図書購入（子ども文庫）の
ため

▷あづみ野コンサートホール
長谷川芳治…1 万 1000 円
社会福祉のため
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人
間
ド
ッ
ク
は
、
病
院
で
身
体

の
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
の
精
密

検
査
を
受
け
、
普
段
気
付
か

な
い
疾
患
や
異
常
な
ど
が
無
い
か
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
健
康
診
断
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
検
診
結
果
に
よ
っ
て
は
、
ま
だ

自
覚
症
状
の
な
い
異
常
も
発
見
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
や
癌が

ん

な
ど
の
場
合
、
自
覚
症
状

が
出
る
頃
に
は
か
な
り
病
状
が
進
行
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
通
常
受
け

る
健
康
診
断
以
外
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の

よ
う
な
精
密
検
査
を
定
期
的
に
受
け
、

病
気
の
早
期
発
見
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。■

助
成
対
象
者

　

歳
～　

歳
ま
で
の

国
保
加
入
者
が
助
成
対
象

　

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
対
象
者
は
、
国

民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
無
い
35
歳
以

上
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
助
成
を
受

け
る
に
は
、
お
お
む
ね
検
査
を
受
診
す

る
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
に
申
請
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
後
日
、
検
査
結
果

を
市
国
保（
市
民
課
）へ
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
助
成
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

■
検
査
項
目
と
助
成
額

脳
ド
ッ
ク
の
助
成
が
充
実

　

昨
年
度
ま
で
、
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド

ッ
ク
を
同
時
に
受
診
し
た
場
合
は
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
の
み
で
し
た
。し
か
し
、

市
の
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡
者
の
割

合
が
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
こ
と
を
考
慮
し
、
本
年
度
か
ら
疾
病

予
防
を
強
化
す
る
た
め
、
脳
ド
ッ
ク
の

助
成
額
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

①
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

　

2
万
5
０
０
０
円

②
1
泊
2
日
人
間
ド
ッ
ク　
　

3
万
円

③
人
間
ド
ッ
ク
と
同
一
年
度
に
受
診
す

る
脳
ド
ッ
ク　
　
　
　
　
　

1
万
円

④
特
定
健
康
診
査
の
検
査
項
目
を
含
む

脳
ド
ッ
ク　
　
　
　
　
　
　

2
万
円

⑤
そ
の
他
脳
ド
ッ
ク　

1
万
5
０
０
０
円

※
検
査
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
差
し
引

い
た
残
り
が
２
０
０
０
円
未
満
の
場

合
は
、
検
査
費
用
か
ら
１
０
０
０
円

を
差
し
引
い
た
額
（
１
０
０
０
円
未

満
の
端
数
切
捨
て
）を
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
は
年
度
内
で
1
項
目
1
回
で

す
。
た
だ
し
、
③
は
①
ま
た
は
②
と

重
複
し
て
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
①
②
④
は
市
が
実
施
す
る
特
定
健
康

診
査
と
重
複
受
診
で
き
ま
せ
ん
。（
重

複
し
た
場
合
は
一
方
の
費
用
返
還
が

必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

■
２
つ
の
助
成
方
法

契
約
方
式
だ
と
金
銭
的
、

労
力
的
な
負
担
が
軽
減

　

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
を
実

施
し
て
い
る
す
べ
て
の
医
療
機
関
が
助

成
対
象
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、医
療
機

関
に
よ
っ
て
助
成
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

1
．
契
約
方
式
（
図
１
）

　

申
請
時
に
、
検
査
内
容
に
応
じ
た
金

額
の
助
成
券
を
発
行
し
ま
す
。
受
診
者

は
契
約
医
療
機
関
に
助
成
券
を
提
出

し
、
助
成
券
と
の
差
額
を
支
払
っ
て
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成
券
分
の
費
用

請
求
と
検
査
結
果
の
提
出
は
、
契
約
医

療
機
関
が
行
い
ま
す
。

【
契
約
医
療
機
関
】

人
間
ド
ッ
ク
（
市
内
）
安
曇
野
赤
十
字

病
院
、穂
高
病
院
、高
橋
医
院
、須
澤

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
柏
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
市
外
）
相
澤
病
院
、丸
の
内
病
院
、

松
本
協
立
病
院
、藤
森
病
院
、一
之
瀬

脳
神
経
外
科
病
院
、松
本
市
医
師
会

医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
所
、安
曇
総
合

病
院
、波
田
総
合
病
院
、長
野
県
健
康

づ
く
り
事
業
団
長
野
健
康
セ
ン
タ
ー

脳
ド
ッ
ク
（
③
関
係
）
安
曇
野
赤
十
字

病
院
、
相
澤
病
院
、
丸
の
内
病
院
、

松
本
協
立
病
院
、
一
之
瀬
脳
神
経
外

科
病
院
、
安
曇
総
合
病
院
、
波
田
総

合
病
院
（
④
関
係
）
安
曇
野
赤
十
字

病
院
、
相
澤
病
院
、
一
之
瀬
脳
神
経

外
科
病
院
、
安
曇
総
合
病
院
、
波
田

総
合
病
院

2
．
償
還
払
い
方
式
（
図
2
）

　

契
約
を
し
て
い
な
い
医
療
機
関
で
人

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
場

合
、
ま
た
は
紛
失
な
ど
に
よ
り
契
約
医

療
機
関
で
助
成
券
を
利
用
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
い
っ
た
ん
受
診
費
用
を
全

額
支
払
い
、
医
療
機
関
が
発
行
す
る
領

収
書
に
検
査
結
果
を
添
え
て
、
後
日
、

市
国
保
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問
穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当

　
（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

◎
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成
制
度

自
覚
症
状
の
な
い
異
常
も
発
見

人
間
ドッ
ク

脳血管疾患は、
日本人の死亡原因の第３位！

　脳梗塞、くも膜下出血、脳出血などの脳血管疾患
は、突然意識を失って倒れることが多く、日本人の
死亡原因の第 3 位となるほど、命の危険をともなう
疾患です。脳の中に異常があることが事前にわかれ
ば、重篤な脳疾患を未然に防ぐことにつながりま
す。脳ドックの助成制度をご利用ください。

　専門の医療機関でさまざまな機器を用いて検査する人間ドック
や脳ドックは、受診費用が少なくないのも現実です。契約医療機関
での受診費用の平均額は次のとおりですので参考にしてください。
人間ドック
● 1 日ドック 3 万 9147 円　●１泊 2 日 6 万 3873 円
人間ドック ＋ 脳ドック
● 1 日ドック 6 万 847 円　●１泊 2 日 8 万 5573 円 …

国民健康保険の
人間ドック・脳ドック

受診費用の平均額はどのくらい？ 　
（Ｈ 21 市民課調べ）

助成券の
ご利用を！

35

74

償還払い方式による助成方法の流れ（図 2）

人間ドック
脳ドック受診者
（被保険者
35 ～74 歳）

③受診

（費用全額負担）

④検査結果

①助成金申請
⑤助成金請求
⑥検査結果提出

②助成金交付決定
   ⑦助成金支払い
       ⑧特定保健指導

市国保

契約方式による助成方法の流れ（図 1）

人間ドック
脳ドック

実施医療機関

人間ドック
脳ドック受診者
（被保険者
35 ～ 74 歳）

人間ドック
脳ドック

契約医療機関

③受診

（助成券との差額負担）

④検査結果

②助成券発行

⑥助成金支払い
④検査結果
　提出

⑤助成金請求
（助成券分）⑦特定保健指導

①助成金
申請

市国保
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男
性
の
た
め
の
健
康
体
操
教
室
を
行

い
ま
す
。健
康
の
た
め
に
、楽
し
く
身
体

を
動
か
し
て
、運
動
不
足
を
解
消
し
て

み
ま
せ
ん
か
。健
康
運
動
実
践
指
導
者

が
、運
動
の
コ
ツ
を
楽
し
く
伝
授
し
ま
す
。

●
対
象
者　

お
お
む
ね
40
～
69
歳
ま
で

　

の
男
性

●
定
員　

各
会
場
と
も
30
人（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料（
別
途
保
険
料
必
要
）

●
申
し
込
み　

4
月
30
日（
金
）ま
で
に

各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
土
日
・
祝
日
除
く
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
安
定

運
営
の
た
め
、
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
今

後
見
込
ま
れ
る
医
療
費
な
ど
の
推
計
を

基
に
2
年
ご
と
保
険
料
率
を
見
直
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
・
23
年
度

の
保
険
料
率
は
、
平
成
20
・
21
年
度
と

比
べ
る
と
医
療
費
な
ど
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
4
月
か
ら
保
険
料
率

が
図
1
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
納
期
は
、
介
護
保

険
料
と
同
様
に
4
月
～
6
月
の
間
を
暫

定
賦
課
。
7
月
～
翌
年
3
月
ま
で
本
算

定
賦
課
と
し
、
12
月
期
徴
収
に
変
更
と

な
り
ま
す
。
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
保
険
料
の
算
定

均
等
割
額
と
所
得
割
額

２
つ
の
合
計
額
で
算
出

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
個
人
ご
と
に

等
し
く
負
担
す
る「
均
等
割
額
」と
、
被

保
険
者
の
前
年
所
得
に
応
じ
て
負
担
す

る
「
所
得
割
額
」
を
合
計
し
た
額
と
な

り
ま
す
。
保
険
料
は
、
個
人
単
位
で
計

算
さ
れ
、
個
人
が
納
付
義
務
者
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
率
は
、
原
則
、

県
内
均
一
で
、
保
険
料
の
賦
課
限
度
額

は
、
年
額
50
万
円
で
す
。

□
軽
減
措
置

９
割
、
８
・
５
割
、
５
割
、

２
割
の
４
段
階
を
用
意

　
「
均
等
割
額
」の
部
分
は
、
低
所
得
の

世
帯
を
対
象
に
9
割
、8
・
5
割
、5
割
・

2
割
と
、
所
得
に
応
じ
て
４
段
階
に
分

け
て
減
額
す
る
軽
減
措
置
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
所
得
割
額
」
の
部

分
に
つ
い
て
も
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

を
対
象
に
（
年
金
収
入
で
１
５
３
万
円

以
上
２
１
１
万
円
ま
で
）
5
割
が
軽
減

措
置
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

長
寿
は
皆
ん
な
の
願
い
で
す
。
基
本

的
な
健
診
結
果
と
生
活
と
の
関
連
を
考

え
、
自
分
に
合
っ
た
運
動
や
食
事
な
ど

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
す
。
生
涯
に
わ

っ
て
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
お
お
む

ね
70
歳
ま
で
の
人

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
場
所　

穂
高
保
険
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

4
月
12
日（
月
）～
30
日

（
金
）の
間
に
穂
高
保
健
セ
ン
タ
ー

（
81･

０
７
１
１
）へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
土
日
・
祝
日
除
く
）

お
と
こ
衆
し
ゅ
う
集
ま
ろ
う
！

健
康
体
操
教
室

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81･

１
６
２
３ 

81･

０
７
０
３
）

も
っ
と
元
気
講
座

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81･

１
６
２
３ 

81･

０
７
０
３
）

会場 堀金総合体育館サブアリーナ

月日
5/27（木）6/10（木）6/24（木）7/8（木）
7/22（木）8/5（木）8/19（木）9/2（木）
平成23年 1/20（木） 2/3（木）

時間 13：00 ～ 15：30
申問堀金保健センター（473・5770 673・5775）

会場 豊科保健センター

月日
5/31（月）6/14（月）6/21（月）6/28（月）
7/5（月）7/20（火）8/2（月）8/9（月）
12/6（月） 12/13（月）

時間 9：30 ～ 11：30
申問豊科保健センター（472・9970 672・9044）

康

健

月日 時間 内容

5/18（火）

9：30 ～
11：30

オリエンテーション、自己
紹介、健診結果と自分の生
活を考えて見ましょう

5/28（金） 家庭でできる簡単ストレッチ

6/ 8（火） 食事バランスガイドって
何？食事調査返却・説明

6/18（金） 調理実習、正しいブラッシ
ングの仕方

7/ 2（金） 有酸素運動　－効果的なウ
ォーキングー

7/16（金） お口を知りましょう（染め
出し）　閉校式

４月５日（月）～21日（水）

骨・歯科検診の予約を受け付けます
　市では、骨粗しょう症と歯周疾患予防を目的に骨・歯科検診を次のとおり実施します。各保健センターごと
の定員数が決まっていますので、お早めにお申し込みください。なお定員になり次第、締め切ります。

　検診会場 検診日時 定員

豊科保健センター（472･9970） 5 月 20 日（木）・21 日（金）両日とも 9：30 ～ 15：30 180 人

穂高保健センター（481･0711） 5 月 26 日（水）9：30 ～ 15：30………27 日（木）9：30 ～ 11：30 150 人

三郷保健センター（477･9111） 5 月 28 日（金）9：30 ～ 11：30 70 人

堀金保健センター（473･5770） 5 月 28 日（金）13：30 ～ 15：30 70 人

明科保健センター（481･2251） 5 月 27 日（木）13：30 ～ 15：30 70 人

●料金／内容　▷骨検診：1000 円　骨密度測定・栄養相談　▷歯科検診：無料　検診・相談
　　　　　　　※骨密度は、手首からひじまでのレントゲン撮影で測定します。
　　　　　　　※妊娠中・妊娠している可能性のある人は、骨検診が受けられません。
　　　　　　　※骨検診または、歯科検診のみを希望する人の受け付けもできます。
●申込方法　　希望する保健センターに申し込みができます。希望日と時間帯（30 分ごとの時間指定）を
　　　　　　　電話でお伝えください。後日、受診券と検診票を送ります。
問健健康推進課保健予防担当（481・0726 681・0703）または各保健センター

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
の
改
正

保
険
料
は
、
医
療
を
受
け
続
け
る
た
め
の

大
切
な
財
源

４月から被保険者の保険料率が変わります！（図１）

改正前

均等割額　3万 5787 円
所得割率　…　　…6.53％

保険料の計算式

均等割
3万6225円 ＋ ＝所得割

（前年中の総所得金額等－ 33 万円）× 6.89％
一人当たりの

保険料

改正後

均等割額　3万 6225 円
所得割率　　　 …6.89％

医療給付費の総額

窓
口
負
担
分

公費
約５割

後期高齢者
支援金
約４割

（若年者の保険料）

約１割 後期高齢者の医療にかかる
費用のうち、皆さんが医療
機関で支払う窓口負担分を
除いた分を、公費で約 5 割、
現役世代からの支援で約 4
割、残りの約 1 割は高齢者
の皆さんに納めていただく
保険料で負担しています。

国　

県　

市

後期高齢者医療
保険料率の改正

問長野県後期高齢者医療広域連合（4026・229・5320）
　または穂市民課国保年金担当（481･3131 681･6622）
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市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
の
推
進
に

向
け
、
市
環
境
基
本
計
画
推
進
会
議
を

設
置
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、第
2
期
公

募
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
人
数　

3
人
以
内

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、
月

1
回
程
度
、
平
日
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次

に
掲
げ
る
人
は
除
く
。

（
1
）国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員

（
2
）常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

公
務
員

（
3
）市
の
付
属
機
関
な
ど
の
公
募
に
よ

る
委
員

●
委
員
任
期　

平
成
22
年
5
月
～

　

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で

●
応
募
方
法　

応
募
は
自
薦
と
し
ま
す
。

「
環
境
基
本
計
画
推
進
の
た
め
私
に

で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
８
０

０
字
程
度
の
小
論
文
に
ま
と
め
、
①

住
所
・
②
氏
名
・
③
年
齢
・
④
性
別
・

⑤
連
絡
先
・
⑥
興
味
の
あ
る
分
野
を

明
記
の
う
え
、
郵
送
、
持
参
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
様
式
は
任
意
）

※
書
類
は
返
還
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限　

4
月
23
日
（
金
）
必
着
。

郵
送
の
場
合
は
、当
日
の
消
印
有
効
。

電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
受
信
日
が

最
終
日
ま
で
有
効
。

●
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
を
設
置

し
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
に
よ
り

選
考
し
ま
す
。
な
お
、
選
考
の
結
果

は
、
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
報
酬　

市
が
規
定
す
る
謝
礼
金
を
支

給
し
ま
す
。交
通
費
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
会
議
の
公
開　

会
議
は
公
開
で
行
う

予
定
で
す
。

●
申
し
込
み
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８
番
地

安
曇
野
市
役
所
穂
高
総
合
支
所
内

生
活
環
境
課
環
境
基
本
計
画
推
進
係

mkankyou@
city.azumin

o.nagano.jp

　

市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
運

営
の
効
率
化
な
ど
の
行
政
改
革
の
方
向

性
や
、
行
財
政
改
革
大
綱
の
進
捗
状
況

に
関
す
る
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
行

政
改
革
推
進
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

●
人
数　

5
人
程
度

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
。
た
だ

し
、
次
に
掲
げ
る
人
を
除
き
ま
す
。

（
1
）国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

議
員

（
2
）常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

公
務
員

（
3
）市
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
に
よ

る
委
員

●
委
員
任
期　

平
成
22
年
7
月（
予
定
）

～
2
年
間

●
応
募
方
法　

各
総
合
支
所
内
地
域
支

援
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
小
論
文

（
テ
ー
マ「
安
曇
野
市
の
行
政
改
革
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」８
０
０
字
程
度
・

書
式
自
由
）
を
添
え
て
、
持
参
す
る

か
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
、
行
政
改
革
推
進
室
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
は
返
還
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限　

5
月
7
日
（
金
）
必
着
。

郵
送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効
。

電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
受
信
日
が

最
終
日
ま
で
有
効
。

●
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
を
設
置

し
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
に
よ
り

選
考
し
ま
す
。
な
お
、
選
考
の
結
果

は
、
応
募
者
全
員
に
通
知
（
5
月
末

予
定
）
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
‐
46

安
曇
野
市
役
所
本
庁
舎
内
行
政
改
革

推
進
室

mgyoukaku@
city.azum

ino.nagano.jp

　

市
で
は
、「
健
康
づ
く
り
計
画
」
な
ど

に
ご
意
見
・
ご
提
言
を
し
て
い
た
だ
く
、

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
人
数　

4
人

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
。
た
だ

し
、
次
に
掲
げ
る
人
を
除
き
ま
す
。

（
1
）国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

議
員

（
2
）常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

公
務
員

（
3
）
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
に

よ
る
委
員

●
委
員
任
期　

平
成
22
年
度
の
委
嘱
の

日
～
2
年
間

●
応
募
方
法　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
小
論
文
（
テ
ー
マ
「
安
曇
野

市
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
」
８
０

０
字
程
度
・
様
式
任
意
）
を
添
え
て
、

持
参
す
る
か
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、
健
康
推
進
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
は
返
還
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限　

4
月
30
日
（
金
）
必
着
。

郵
送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効
。

電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
受
信
日
が

最
終
日
ま
で
有
効
。

●
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
を
設
置

し
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
に
よ
り

選
考
し
ま
す
。
な
お
、
選
考
の
結
果

は
、
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
報
酬　

会
議
出
席
ご
と
別
に
定
め
る

額
を
支
給
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

　

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１
番
地

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

mkenkousuishin@city.azumino.nagano.jp

　

市
で
は
、
食
育
推
進
計
画
の
進
捗
状

況
を
審
議
す
る
た
め
に
市
食
育
推
進
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、公

募
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
人
数　

3
人
以
内

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、
食

育
推
進
活
動
に
関
心
が
あ
り
、平
日
に

開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
こ
と
。

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
は
除
く
。

（
1
）国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

議
員

（
2
）常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

公
務
員

（
3
）市
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
に
よ

る
委
員

●
委
員
任
期　

平
成
22
年
度
の
委
嘱
の

日
～
2
年
間

●
応
募
方
法　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
健
康
推
進
課
窓
口
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
小

論
文
（
テ
ー
マ
「
食
に
つ
い
て
」
４

０
０
字
程
度
・
様
式
任
意
）
を
添
え

て
、
持
参
す
る
か
郵
送
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
健
康
推
進

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
は
返
還
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限　

4
月
30
日
（
金
）
必
着
。

郵
送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効
。

電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
受
信
日
が

最
終
日
ま
で
有
効
。

●
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
を
設
置

し
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
に
よ
り

選
考
し
ま
す
。
な
お
、
選
考
の
結
果

は
、
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
報
酬　

会
議
出
席
ご
と
別
に
定
め
る

額
を
支
給
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１
番
地

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

mkenkousuishin@city.azumino.nagano.jp

　

市
で
は
、
堀
金
地
域
審
議
会
委
員
の

欠
員
に
伴
い
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
人
数　

１
人

●
応
募
資
格　

堀
金
地
域
に
住
所
を
有

す
る
か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人

で
、
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

で
き
る
人
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る

人
は
除
き
ま
す
。

（
1
）国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

議
員

（
2
）常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

公
務
員

（
3
）市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に
3

つ
以
上
任
命
さ
れ
て
い
る
人

●
委
員
任
期　

委
嘱
日
～
平
成
23
年
3

月
31
日
ま
で

●
応
募
方
法　

堀
金
総
合
支
所
内
地
域

支
援
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
小
論

文
（
テ
ー
マ
「
私
は
堀
金
地
域
の
課

題
を
こ
う
考
え
る
」８
０
０
字
以
内
・

書
式
自
由
）
を
添
え
て
、
持
参
す
る

か
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
は
返
還
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限　

4
月
26
日
（
月
）
必
着
。

郵
送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効
。

電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
受
信
日
が

最
終
日
ま
で
有
効

●
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
を
設
置

し
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
に
よ
り

選
考
し
ま
す
。
な
お
、
選
考
の
結
果

は
、
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
報
酬　

会
議
出
席
ご
と
別
に
定
め
る

額
を
支
給
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
１
１

安
曇
野
市
堀
金
烏
川
２
７
５
０
番
地
１

堀
金
総
合
支
所
内
地
域
支
援
課

mhorigane-sougou@city.azumino.nagano.jp

環
境
基
本
計
画
推
進
委
員

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
基
本
計
画
推
進
係

（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

行
政
改
革
推
進
委
員

問
本
行
政
改
革
推
進
室

（

71･

２
０
０
０ 

71･

５
０
０
０
）

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

問
健
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

食
育
推
進
委
員

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

堀
金
地
域
審
議
会
委
員

問
堀
地
域
支
援
課

（

72･

３
１
０
６ 

72･

４
９
０
０
）

◎公募委員を
　募集します。
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木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
・
耐
震
補
強
工
事
補
助
事
業

地
震
対
策 

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
工
事
を

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
木
造
住
宅
耐

震
診
断
事
業
・
耐
震
補
強
工
事
補
助
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
長
野
県
地
震
対

策
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
糸
魚
川
―
静

岡
構
造
線
地
震（
震
度
7
想
定
）が
起
き

た
場
合
、
安
曇
野
市
で
全
壊
・
大
破
す

る
建
物
被
害
は
約
１
万
4
千
戸
（
市
全

体
の
約
20
％
）と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
少
し
で
も
被
害
を
少
な
く

す
る
た
め
、
耐
震
診
断
を
受
け
て
、
必

要
に
応
じ
て
補
強
工
事
を
す
る
な
ど
地

震
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅 

○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
在
来
工
法
の
住
宅
（
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
・
木
質
プ
レ
ハ
ブ
・
丸

太
組
・
非
木
造
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
増
築
が
あ
っ
た
場
合
も
当
初
の

建
築
年
度
が
対
象
）

○
個
人
所
有
の
住
宅
（
長
屋
・
共
同
住

宅
は
除
く
）

■
申
込
方
法

4
月
1
日
（
木
）
か
ら
募
集
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
豊
科
総
合
支
所
内
建

築
住
宅
課
に
あ
る
申
出
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

能
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
章
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

※
予
定
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、
次
年

度
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
診
断
を
す
る
の
？ 

①
簡
易
診
断
（
無
料
）

専
門
の
診
断
士
が
、
家
に
お
伺
い
し

て
外
観
な
ど
を
見
な
が
ら
、
聞
き
取

り
調
査
を
実
施
。
結
果
が
1
・
0
以

上
の
場
合
は
ひ
と
ま
ず
安
心
。
結
果

が
1
・
0
未
満
の
場
合
は
要
望
に
よ

り
②
へ
。

②
【
精
密
診
断
（
無
料
）】

簡
易
診
断
が
1
・
0
未
満
の
住
宅
で
、

補
強
工
事
を
前
提
と
し
て
、
さ
ら
に

詳
し
く
調
査
を
希
望
す
る
人
が
精
密

診
断
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
専
門
の

診
断
士
が
家
の
中
や
天
井
裏
、
床
下

な
ど
に
入
り
、詳
細
な
調
査
を
実
施
。

結
果
が
1
・
0
以
上
の
家
は
ま
ず
は

ひ
と
安
心
。1
・
0
未
満
の
場
合
に
は

補
強
工
事
内
容
な
ど
の
提
案
も
し
ま
す
。

補
強
工
事
を
し
よ
う
！ 

　

診
断
結
果
か
ら
補
強
工
事
を
決
め
た

人
に
は
補
助
（
※
所
得
制
限
あ
り
）
が

あ
り
ま
す
。
補
強
工
事
費
の
2
分
の
1

（
最
高
60
万
円
）
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

一
定
以
上
の
成
果
が
出
る
工
事
で
な
い

と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、設
計
士
・

工
務
店
な
ど
に
よ
く
相
談
し
て
工
事
内

容
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
補
強
工
事
以

外
は
対
象
外
で
す
。

税
の
優
遇
処
置
が
あ
る
と
聞
い
た
が
？ 

　

補
強
工
事
金
額
に
よ
り
所
得
税
の
減

免
や
固
定
資
産
税
の
軽
減
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
豊
科
総
合
支
所
内
建
築
住

宅
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
建
築
住
宅
課

　
（
72
・
３
１
１
１ 
72
・
３
５
６
９
）

　

市
で
は
、
新
規
就
農
者
住
宅
１
棟
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
住
宅　

・
住
所　

三
郷
小
倉
１
３
３
０
番
地
3

　

Ａ
棟

・
間
取
り　

一
階
建
て
・
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
使
用
料　

月
額
１
万
5
千
円

●
入
居
期
間　

6
月
１
日
～
原
則
5
年
間

●
入
居
資
格　

市
内
で
就
農
し
て
5
年

以
内
の
者
、
も
し
く
は
3
年
以
内
に

市
内
で
就
農
す
る
こ
と
が
確
実
な
農

業
研
修
者
で
、
農
業
経
営
に
意
欲
的

か
つ
現
実
的
な
営
農
計
画
を
も
ち
、

農
業
の
担
い
手
と
し
て
市
の
農
業
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
者

●
申
し
込
み　

4
月
23
日
（
金
）
ま
で

に
、
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経営安定特別資金を新設　年利1.6％　貸付限度額1000万円
厳しい経済情勢が続く中、市内企業の経営安定と借入負担額の軽減のため、4 月 1 日融資実行分から内容

の一部が拡充されました。
●主な変更点
・中小企業振興資金、緊急借換対策資金の貸付限度額が 1,000 万円から 2,000 万円に拡大しました。
・中小企業信用保険法によるセーフティネット保証認定を受ける場合（7 号認定を除く）と、売上が減少し
　ている場合に融資される「経営安定特別資金」が新設されました。
●融資制度の概要（４月から新設または変更された個所は青文字で表記）

資金名 融資を利用できる者 資金
使途

貸付
限度額

貸付
期間

貸付
利率

返済
方法

保証人
・担保 備　考

中小企業
振興資金

市内に工場または事業所を有し、
６カ月以上の操業実績のある市税
完納の中小企業者等

運転
資金

2000
万円

７年以内
（据置

0 カ月） 年
2.0％

分割
返済

原則不要
（法人につ

いては代
表者が連
帯保証人
となる）

申し込みの際に
は、市内商工会
の経営指導員に
よる経営指導を
受けていること。

（注意：緊急借
換対策資金の
み平成 21 年２
月 20 日～平成
23 年３月 31
日までの受け
付け分に限る）

設備
資金

2000
万円

７年以内
（据置

0 カ月）

（新設）
経営安定
特別資金

　市内に工場または事業所を有し、
6 カ月以上の操業実績のある市税
完納の中小企業者等で、次のいず
れかに該当する者

（１）中小企業信用保険法第 2 条第
４項第 1 号から第 6 号までま
たは第 8 号の適用を受ける者

（２）経理状態が明確であり、経済
事情等の変動により、直近 3
か月間の売上高が前年同期比
で 10％以上減少している者

運転
資金

1000
万円

7 年以
内

（据置
12 カ月
以内）

年
1.6%

緊急借換
対策資金

市内に工場または事業所を有し、
６か月以上の操業実績のある市税
完納の中小企業者等で、安曇野市
中小企業振興資金の借入残高を借
換る者

運転
資金

2000
万円

7 年以内
（据置

12 カ月
以内）

年
2.3％

問穂商工労政課工業振興係（482･3131 682･6622）

～中小企業、個人事業主の皆さま様へお知らせ～



◎催しのご案内
詳しい内容はお問い合わせください。

Ｅｖｅｎｔ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

堀金公民館
問472･5796 672･5801
　夏の代名詞「すいか」の作り方
を学んでみませんか。
●日時／内容
▷第１回4月23日（金）9:30～11:30

〔講義と実習〕すいかの作り方と畝作り
▷第２回以降（予定）５月上旬 定植

など・５月下旬 つる処理など・６
月 消毒３回・草むしり・８月 収穫

●対　象　市内在住の非農家で、平
日の講座に参加できる人（収穫ま
で責任を持って管理できること）

●費　用　1000 円（別途苗代・肥料・
資材など 2500 円）苗は１人５本
程度

●定　員　10 人（先着順）
●申し込み　４月７日（水）～15日
（木）までの間、電話でお申し込み
ください。詳細は受講者に別途通
知します。

　庭木をきれいに剪定したり、き
れいな花を咲かせたりしたいとお
考えの皆さんのご参加をお持ちし
ています。
●日時／内容
▷第１回４月26日（月）15:00～17:00

〔講義と実技〕　植木バサミの研ぎ方
と夏までに行う庭木の管理

▷第２回８月20日（金）15:00～17:00
〔講義〕　秋に行うに庭木の管理
▷第３回11月22日（月）14:00～16:00

〔講義と実技〕　庭木の冬囲いと春に
向けての庭木の管理

▷第４回３月18日（金）14:00～16:00
〔講義〕　春先に行う庭木の管理
●場　所　堀金公民館講義室　
●費　用　800 円（200 円×４回）
　（別途資料代 200 円）
●定　員　15 人
●申し込み　４月 16 日（金）まで

に電話でお申し込みください。

明社会教育課スポーツ振興係
問462･4565 662･3525
　誰でも簡単にできるニュースポー
ツで楽しく運動してみませんか。
●日　程　5月12日～7月14日の間

毎週水曜日
●時　間　13:20～14:50
●場　所　豊科勤労者総合スポーツ

施設体育館
●講　師　市体育指導委員
●対　象　一般
●定　員　30人（先着順）
●費　用　1000円

　　　　（別途保険料1600円）

三産業建設課産業振興係
問477･3111 677･6060
　三郷やすらぎ運営委員会では、
農産物の栽培・加工の楽しさを体
験できる「やすらぎ農場ふれあい
セミナー」を開催します。畑で野
菜の栽培をしたり、コンニャク・
そば・みそ・豆腐などの加工体験
をしたりします。農業の楽しさと
食の大切さを学んでみませんか。
●日　時　５月～平成23年３月までの

間に10回程度、日曜・祝日の開催予定。
●場　所　三郷やすらぎ空間施設（み

さとサラダ市前の古民家と農場）
●費　用　年会費1000円（加工体験

時には別途費用必要）
●定　員　30人（先着順）
●申し込み　４月12日（月）～21日（水）

の間に電話でお申し込みください。

三耕地林務課林務係
問477･3111 677･6060
　森林体験の一環としてシイタケ
のこま打ち体験を行います。こま
打ちの仕方や栽培方法を学び、肉
厚のおいしいシイタケを育ててみ
ませんか。休日のひとときを親子
でご参加ください。こま打ちした
原木は各自で持ち帰りすることが
できます。
●日　時　４月24日（土）10:00～
●場　所　堀金（参加者に別途通知）
●費　用　無料
●定　員　親子20組（先着順）
※定員次第で単独参加も受け付けます。
●持ち物　手袋
●申し込み　

４月20日（火）までに電話でお申し込
みください。

豊産業建設課産業振興係
問472･3111 672･8340
　豊科女性研修センター利用運営
委員会では、毎月 12 日（3 月を
除く）を豆腐の日と定め、地場産
大豆を使った「豆腐づくり体験教
室」を開催しています。手作り豆腐
を食べてみませんか。
●日　時　毎月12日 9:00～正午
●場　所　豊科女性研修センター
●対　象　市内在住者
●費　用　材料費（豆腐１丁）100円
●持ち物　三角きん・エプロン（作業

ができる服装で参加してください）
●申し込み　不要です。

開催日に直接、研修センターにお出
掛けください。

明社会教育課子ども支援係
問462･4565 662･3525
　自分で作った紙飛行機を空高く
飛ばしてみませんか。大会前日には
紙飛行機を作る教室を開催します。

競技大会
●日　時　４月11日（日）9:00～14:00

　　　　　（大会受付は8:00～）
●場　所　豊科南部総合公園
※雨天の場合は４月18（日）に延期
●費　用　15歳以上1000円（１人）
　　　　　15歳未満 500円（１人）
　　　　　（何種目でも参加できます）

紙飛行機教室
　競技大会に初めて参加される皆
さんの参加をお勧めします。
●日　時　４月10日（土）9:00～11：30
●場　所　豊科南社会体育館
●費　用　500 円（教材費、競技大

会規定機種Ｃへの参加費を含む）
●申し込み　不要。詳しい問い合わせ

は大会実行委員会事務局（社会教育
課）へ電話してください。

　軽快なリズムにのって楽しく体を
動かしてみませんか。
●日　程　5月10日～9月13日の間

毎週月曜日（一部休みあり）
●時　間　13:30～15:00
●場　所　豊科南社会体育館
●講　師　山本祐子さん　塩原恵美子さん
●対　象　一般
●定　員　50人（先着順）
●費　用　1500円

　　　　（別途保険料1600円）

●申し込み　～共通～
4月13日（火）～20日（火）の間に社
会教育課へ電話でお申し込みくだ
さい。

　（受付時間は平日の8:30～17:00）

　マット、ボールなどいろいろな
道具を使って、楽しく元気に遊び
ましょう。
●日　程　5月13日～7月15日の間

毎週木曜日
●時　間　16:20～17:20
●場　所　穂高総合体育館
●講　師　水口朋巳さん　二見里香さん
●対　象　年中児・年長児
●定　員　25人（先着順）
●費　用　1000円
（別途保険料600円）

●申し込み　4月14日（水）に社会教
育課へ電話でお申し込みください。

（受付時間は8:30～17:00）
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安曇野市教育委員会　生涯学習だより

公民館体験 教室

交流

農業体験 ｢すいか塾｣
《全５回》

毎月 12 日は豆腐を食べよう
地場産大豆で豆腐づくり

ニュースポーツ教室
《全 10 回》

農作物の栽培・加工体験
やすらぎ農場ふれあいセミナー

親子で参加
シイタケのこま打ち体験

紙飛行機競技大会
《飯沼飛行士記念大会》

わんぱくＧＹＭ教室
《全 10 回》

リズム体操教室
《全 15 回》

庭木の管理講座
《全４回》

安曇野ブランドニュース 第 28 回

アヒル隊長と拾ヶ堰を楽しもう！
～拾ヶ堰であひるレース・カヌー体験・ぬかくど・植栽体験～

　拾ヶ堰景観形成プロジェクトでは、安曇野が誇る拾ヶ堰の歴史と文化、その魅力を多くの人に知っていただ
き、拾ヶ堰の景観を守るためさまざまな取り組みを行っています。
　今回のイベントは、おもちゃのアヒルを一斉に川に落とし、その順位を競うレースを行います。参加者はア
ヒルのオーナーになり上位入賞者には記念品を贈呈します。その他、カヌー体験やシバザクラの植栽体験、ぬ
かくどで炊いたおにぎりも召し上っていただけます。見学も大歓迎ですので皆さん大勢お出掛けください。
●日　時　４月 25 日（日）9：00 ～ 13：00　
●場　所　拾ヶ堰「自転車広場」
●定　員　30 人（先着順）　　　　　　　　
●参加費　200 円（小学生以下は無料）
●持ち物　移植ごて、飲み物、着替え　  　　
●申し込み　４月 12 日（月）から受け付けを開始します。

平日の 8：00 ～ 17：00 までの間に、電話かＦＡＸまたは
電子メールでお申し込みください。
問穂安曇野ブランド推進室（482･3131 682･6622） 見ごろはいつかな。（昨年行われたシバザクラの植栽体験の様子）
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設施 の 催 し

碌山公園研成ホール
問4682･0769

講座　水彩画入門
新緑の碌山美術館を描く
●日　時　４月15日（木）・16日（金）

9:00～正午
●講　師　小山英一さん
●定　員　15人（先着順）
●費　用　受講料2000円
●持ち物　描画画材は各自持参
●申し込み　4月10日（土）までに、参

加費を添えて研成ホールへお申し
込みください。

穂高洋画会展覧会
　11 名による約 60 点の展覧会
●日　時　４月15日（木）～18日（日）
　9:00～17:00

テラコッタに触れよう
　初心者向けテラコッタ体験教室
●日　時　４月18日(木)
　9:00～17:00
●講　師　柳沢　廣さん
●定　員　15人（小学生以上）
●費　用　1,000円　
●申し込み　４月15日（木）までに、

参加費を添えて研成ホールへお申
し込みください。

豊科近代美術館
問473･5638 673･6320

春の特別展　宮芳平展
～芸術と歩む魂の道～

　画家、宮芳
よしへい

平はその半生を信州
での美術教育にささげました。当
館の収蔵作品の他、他館、個人な
どからお借りした作品とともに、
個人雑誌「ＡＹＵＭＩ」の詩文、エピ
ソードや資料なども交え、宮の歩
んだ芸術という旅路をたどります。
●会　期　４月17日（土）～５月30

日（日）
●休館日　毎週月曜日（５月３日は開

館）、５月６日
●入館料　

大　人　500（400）円
大高生　300（200）円
小中生　150（100）円

（　）内は20人以上の団体料金

豊科郷土博物館
問4672･5672

講座
安曇野の樹木（きぎ）めぐり
　市指定天然記念物の貴重な樹
木を始め、市内各地の名木、春の
花をバスで訪ねて観察します。春
の安曇野を巡りながら自然を満
喫してみませんか。
●日　時　４月 25 日（日）
　9:00 ～ 15:00
●集合・解散　豊科郷土博物館
●講　師　飯沼冬彦さん
（市文化財保護審議会委員）

●定　員　25 人（先着順）
●費　用　300 円（保険料など）
●持ち物　昼食、飲み物、筆記用具、

雨具など
●申し込み　４月10日（土）～22日
（木）の間に、博物館窓口へ参加費
を添えてお申し込みください。

穂高陶芸会館
問4682･6750

毎月第 3 日曜日は陶芸教室の日
　各回とも自由制作で、希望の回
のみ参加できます。
●日　程　4月～平成23年3月の間

の第3日曜日（1月と2月は休み）
●時　間　９:00～（２～３時間程度）
●講　師　嶋田好

よしたか

貴さん
●定　員　各回 30 人 ( 先着順 )
●費　用　１回 2000 円 ( 粘土１キログラム

と指導料・焼き上げ料金含む )
●申し込み　陶芸会館へ電話でお申

し込みください。

飯沼冬彦先生の
おもしろ自然教室（第１回）
　田淵行男記念館から大王わさ
び農場まで、歩きながら春の植物
を観察します。身近な自然を楽し
く学んでみませんか。
●日　時　４月 18 日（日）

9:00 ～ 11:30
●集合・解散　田淵行男記念館前
●定　員　28 人（先着順）
●費　用　400 円（保険料、受講料、

入館料含む）
●申し込み　４月15日（木）までに、

受講料を添えてお申し込みください。

田淵行男記念館
問4672･9964

さくらまつり
　記念館前庭の「百楽桜」の開花
にあわせ、「さくらまつり」を開
催します。入館者にお抹茶とお菓
子のサービスがあります。作品を
鑑賞した後にお楽しみください。
●日　時
　４月 11 日（日）

正午～ 15:00（雨天決行）
●入館料　

大　人　300（200）円
小中生　200（100）円

（　）内は 20 人以上の団体料金

図書館サポーター おはなしサポーター

活動内容

図書館を訪れた人が利用しやすいよう、以下
の業務を行っていただきます。
活動を始める前に、2 時間程度の研修を受け
ていただきます。
○破れた図書の修理
○ブックコートやラベル張り
○書架へ返却図書を戻す
○書架の整理
○利用者への簡単な案内
○館内清掃　など

幼児向けのおはなし会「おはなしのとびら」
（約 30 分程度）で、絵本や紙芝居などの読み
聞かせを行っていただきます。また、おはな
しボランティア研修講座を開催するほか、読
み聞かせに使用する絵本などの選書について
も図書館職員が相談に応じます。

活動時間 中央図書館が開館している時間帯および館内
整理日の午後

毎週水曜日　10：30 から
（事前に打ち合わせを行います）

年　　齢 市内にお住まいの 18 歳以上の人（高校生を除く）

募集期間 随時募集

申し込み 中央図書館窓口に備え付けの申込書または、市ホームページから申込書をダウンロードして
いただき、必要事項をご記入のうえ、中央図書館カウンターへ提出してください。

市中央図書館ボランティアの募集
　中央図書館では、利用者にとってより利用しやすく、より身近な図書づくりを目指して
図書館の活動を支えていただけるボランティアを募集しています。

問市中央図書館（484･0111 684･0116）

時＝日時 所＝場所 定＝定員 料＝料金 問＝問い合わせ申＝申し込み後 な援 ど
名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

長野県失語症友の会
創立 20 周年記念事業
｢家族の体験発表と
おはなし音楽会｣

友の会 20 周年の歩みをス
ライドで振り返ります。
また、ご家族の体験発表
を通じて失語症への理解
を深めます。塩尻市出身
のアルパ奏者、川窪裕子
さんによる演奏と堀六平
さんのおはなし音楽会も
ありますので、お気軽に
ご参加ください。

�：4 月 25 日（日）
　正午～ 15：00

所：松本市中央公民館
　Ｍウイング

料：無料
Ｍウイング併設
の駐車場は有料

（150 円 /30 分 ）
です。また松本
市 役 所 駐 車 場

（無料、徒歩 15
分）もご利用い
ただけます。

問：城西病院言語療法部
　　（433･6400）または
　　友の会事務局 柳さん
　　（40268･42･4465）
※電話で事前にお申し込みください。

アフリカへ
毛布を送る運動

アフリカの人たちに、毛
布を送る運動を行ってい
ます。右記会場へ持参し
てください。皆さんの善
意で清潔な毛布の提供を
お願いします。

�：４月 11 日（日）
　10：00 ～ 15：00

所：ジャスコ穂高店前
―

問：アフリカへ毛布を送る運動
　　安曇野市推進協議会
　　事務局長 長瀬茂男さん
　　（482･5331）
※持参できない場合、連絡いただ
ければ、毛布を取りに伺います。

�：４月 17 日（土）18 日（日）
　　両日 10：00 ～ 15：00
所：豊科老人福祉センター前庭

工事名 工事個所 請負者 請負代金
豊科南部保育園整備事業　市道豊科 3167 号線歩道新設工事２工区 豊科 ㈲藤原興業 12,316,500
光城山登山口公衆便所新築工事 豊科光 ㈱中村建工 9,030,000
市道新設改良事業　市道豊科２級 16 号線　道路改良工事 豊科田沢 ㈲アズミ造園 8,011,500
河川改修事業　明科南陸郷　内水対策工事その 2 明科南陸郷 中信アスナ㈱安曇野営業所 7,350,000

（市単）公共下水道関連　道路側溝布設替え工事 豊科高家 ㈱ワークメイト 5,250,000
市道新設改良事業　市道堀金 1580 号線道路改良工事 堀金三田 ㈲ハラ 3,297,000

入札・契約結果（平成 22 年 2 月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（単位：円）

宮 芳平「海その 2」
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大雨 ５月 27 日（木）開始予定

などの警報が変わります

気象庁では、これまで大雨や洪水などによる災害への警戒・注意
報の発表は、「松本地域」「乗鞍上高地地域」といった区域で発表し
てきました。5 月 27 日（木）からは、「安曇野市に対して大雨警報を
発表」など、個別の市町村を対象として発表する予定です。警戒の
必要な市町村が明確になることで、効果的な防災対応につながりま
す。洪水や土砂崩れなどの災害から身を守るため、これらの情報にご
注目ください。
詳しくは、長野地方気象台（4026･232･3773）
uhttp://www.jma-net.go.jp/nagano/nagano_shichouson.htm まで
問堀危機管理室消防防災担当　（472･6769 672･6739）

◎インターネット、携帯電話などによる情報提供サービス
　インターネットや携帯電話（メール、携帯 web）で市町村ごとの警報 ･ 注意報が確認できます。
詳しくは、気象庁または地方気象台のホームページをご覧ください。
気象庁ホームページ（パソコン用）uhttp://www.jma.go.jp/jp/warn/
国土交通省防災情報提供センター（携帯電話用）uhttp://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html

安曇野市に
大雨警報

A地域 A市

E市 H村 I 町
F村

D村

G町

C町
B市

D地域

B地域
安曇野市

C地域

これまで これから

Ｂ地域に大雨警報だって！
安曇野市は
危ないのかな！？

大変！
安曇野市に大雨警報が
出ているわよ！


